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各　地方本部、単組・総支部執行委員長　様

自治労北海道本部

執行委員長　　大 出　彰 良

（ 政 治 部 ）

米海軍掃海艇｢パトリオット｣およびミサイル駆逐艦「ベンフォールド」
小樽港入港に反対する緊急の取り組みについて　
日頃のご健闘に、敬意を表します。

　さて、米海軍は１月５日に小樽海保を通じて小樽港湾管理者である小樽市長に対して、米海軍掃海艇「パトリオット」が２月３日から７日まで、ミサイル駆逐艦「ベンフォールド」が２月５日から９日まで小樽港寄港を打診し、それぞれ１月20日および22日まで回答するよう求めていることが明らかになりました。小樽市は、①船舶の出入港時と接岸時の安全性、②商業港としての港湾業務への影響、③核兵器搭載の有無を外務省・在札幌米国総領事館に確認をとり、入港の可否を判断するとしています。

　「親善および友好」を口実とした度重なる米艦船の入港は、小樽港の軍事的利用を常態化させるものであり、「核廃絶平和都市宣言」を制定し、「歴史と文化の街・小樽」を築きあげた小樽市民の努力を踏みにじるものです。

　また、日米間の「核密約」が明らかになり、これによれば核兵器を搭載した米艦船の日本国内の港湾への寄港を「事前協議」の対象外としてきたことになります。これは、これまで政府・外務省が「事前協議がないので核持込みはない」などと繰り返し回答したことが、自治体および国民を愚弄する虚偽であったことになります。その後の「核搭載能力を有しない以上、核兵器を搭載していないことに疑いはない」との回答も何ら核不搭載の担保となりえないものです。

　つきましては、小樽市の回答期限前日である１月19日までを目途に、米艦船の入港を許可しないよう求める打電行動を下記のとおり取り組むこととします。短期間での取り組みとなりますが、各単組・総支部の積極的な取り組みを、よろしくお願いいたします。
記

米軍艦の小樽港入港に反対する緊急打電行動

１．取り組み期間　　2016年１月19日（米軍への小樽市の回答期限前日）まで
２．取り組み方法　　以下の打電先へメール（メールは小樽市のみ対応可）、郵送、ＦＡＸのいずれかでお願いします。

　　　　　　　　　　※当局ＦＡＸからは打電しないよう留意願います。

３．打電先

①小樽市長　　森井　秀明
　　〒047-8660　小樽市花園２丁目12-１　小樽市役所

　　　Fax　0134-25-1487
　　　メール　小樽市HP⇒下段の「ご意見・お問い合わせをお寄せください」をクリック
②北海道知事　高橋　はるみ
　　〒060-8588　札幌市中央区北３条西６丁目　北海道庁

　　　Fax　011-251-3879

③在札幌米国総領事館　首席領事　ジョエレン・ゴーグ
〒064-0821　札幌市中央区北１条西28丁目　在札幌米国総領事館

　　　Fax　011-643-1283

４．打電文例　　
下記の共通文（案）を参考に、打電先ごとに共通案文に追加してお願いします。
	●●　●●　様

　米海軍は、掃海艇「パトリオット」が２月３日から７日まで、ミサイル駆逐艦「ベンフォールド」が２月５日から９日まで、小樽港に入港することを希望しています。
　度重なる米国軍艦の小樽港入港は、民間商業港を準軍港として固定化し、「日米新ガイドライン」による自治体協力をなし崩しに進め、自治体に軍事的役割を担わせるものであることから、私たちは平和な社会を実現するために反対してきています。
　入港目的の一つに「親善・友好」があげられていますが、商業港に軍艦を乗り付け、「日米地位協定」により繋留経費さえ支払わず、私たち国民の税金を負担させてまで「友好・親善」を強いられる理由はありません。また、入港地においては乗組員による事件・事故の恐れが懸念され、小樽市民は不安に思っています。
　米国軍艦の入港が度重なることになれば、商業港としてのイメージ悪化は避けられず、経済活動に大きな支障を発生させ、港湾労働者をはじめ、関係者に不利益が生ずる恐れがあります。また、核兵器廃絶平和都市宣言を行っている小樽市民の意思に反することになります。
　以上のことから、「親善および友好」を口実とした度重なる米艦船の入港は、北海道における民間港の軍事的利用を常態化させるものであり、断じて容認できません。
＜打電先の応じて追加文を挿入＞
自治労■■組合　　　　　

執行委員長　▲▲　▲▲




【追加文（案）】
①小樽市長あて

貴職におかれましては、小樽市民の安全の確保や平和と軍縮を求める立場から、米艦船の小樽港の入港に反対されるよう要請します。

②北海道知事あて

貴職におかれましては、小樽市民および道民の安全の確保や平和と軍縮を求める立場から、米艦船の小樽港の入港に反対されるよう要請します。

③在日米国総領事あて

平和と軍縮を求める道民の意思を踏みにじる米艦船の小樽港への入港に強く抗議します。
４．その他　　
①　道本部ＨＰの「組合員専用ページ」に、本発文をリンクとして貼り付けていますので、ご活用ください。

②　取り組み終了後、下記に記入いただき１月22日（金）までに報告をお願いします。

	


報告期限：2016年１月22日（金）

報 告 先：道本部政治部（竹中・大島）　FAX：０１１－７００－２０５３

米軍艦の小樽港入港に反対する緊急打電の取り組み報告

単組名：　　　　　　　　　　　　　　　　記入者名：　　　　　　　　　　　　　　　

打電実施日：　　　月　　　日　

※報告の際の送信票は不要です。
